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1.名　　　　　称
英文名称は

Sub Committeeを付記

ユビキタス･コンピューティング

社会の都市小委員会
英文

名称

Sub Committee of Ubiquitous
computing/cities and
environmental space in the
network era,

2.所属本委員会
（所属運営委員会） ユビキタス･コンピューティング社会の建築・都市特別研究委員会

3.設　置　期　間 　　　　2005年　7月　　　~　　　2006年　３月

4.設　置　目　的 （具体的な目標）

本研究委員会は、人間生活を高度にサポートするユビキタス技術により、あら

ゆる人間にとって望ましい建築・都市空間を実現・構築する方策を提言するこ

とを目指す。新設小委員会は、特に研究項目３．ユビキタス・コンピューティ

ング社会における建築による都市再生について、研究活動を行う。

　英　　　　　文
This special research committee of Ubiquitous computing shall propose an
orientation which can realize better architectural and urban spaces, using the
Ubiquitous technology for human advanced life. This sub committee
specifically studies on the strategy for city revitalization in the Ubiquitous
computing society.

5.委員会の位置付け （学会に設置する必要性、緊急性、新規制及び委員会の性格）

本小委員会は、今後の建築に多大な影響を及ぼすと予測されるユビ

キタス・コンピューティングに関する特別研究委員会の活動の一環

として、特にユビキタス・コンピューティング社会に置ける建築に

よる都市再生について、広範な分野のメンバーを組織して、研究活

動を行う。



6.委員会の構成

（確定している委員

予定者のリストを別

途添付する）

（委員構成の考え方、分野別構成、地域性、公募制等）

別紙参照

7.活　動　計　画 （活動の具体的方法、内容）

初年度：

ユビキタス・コンピューティング社会における建築による都市再生方策

について、研究活動を行う。具体的には、社会実験の事例研究、社会実

験の企画と実践、プライバシーに関するガイドラインの提言を行う。

8.期待される成果
　と公表方法

（内容と公表形態）

シンポジウム

報告書

出版物など

名称： 英文

名称

目的：

9.設置を予定する
ＷＧ

英文名称は Working Group
を付記してください。

（ＷＧがなければ記

載不要。ＷＧが２つ

以上ある場合は別紙

に記載のこと。必要

なら各ＷＧ毎に小委

員会設置申請書と同

様の書式のものを添

付する）
期間：　　　　　　年　　月　　~　　　　　　年　　月

注１）各項目に関して提示された事項に注目して記述してください。



注２）合同小委員会、研究会を設置する場合にもこの書式を準用してください。

委員名簿

番号会員番号 役職 氏名
勤務先

役職

1 主査 小林正美
明治大学

教授

2 幹事 山本俊哉
明治大学

助教授

3 幹事 関谷浩史 県立新潟女子短期大学

4 9602671 幹事 松永直美
レモン画翠

取締役副社長

5 委員 朝山秀一
東京電機大学

教授

6 7809146 委員 森川泰成
大成建設

ニューフロンティア技術開発室長

7 委員 伊東利彦
都市再生機構

主任研究員

8 委員 小松喜一郎 立命館大学

9 9113004 委員 加賀有津子
大阪大学

助教授

10 委員 本江正茂
宮城大学

講師

11 9726302 委員 吉田友紀子
独立行政法人国立環境研究所

NIESアシスタントフェロー
12
13

14

15

（注）氏名の太字は、本委員会の委員


